
亜細亜大学アジア研究所所報 第122号平成18年４月28日

8

　
　
三
江
平
原
と
土
地
被
覆
の
変
化

春
　
山
　
成
　
子

　
1.
　
国
際
河
川
の
問
題

　
2.
　
国
際
河
川
ア
ム
ー
ル

　
国
際
河
川
で
は
河
川
流
域
内
で
異
な
る
政
治
・
経
済

発
展
ス
テ
ー
ジ
の
国
が
対
峙
し
、
社
会
基
盤
の
偏
差
も

あ
る
た
め
、
国
際
紛
争
の
火
種
と
も
な
り
、
流
域
開
発

に
向
け
て
同
一
の
視
点
で
議
論
で
き
な
い
と
い
う
問
題

が
あ
る
。
流
域
に
は
歴
史
的
な
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
民
族

別
離
・
乖
離
、
そ
し
て
、
離
反
と
い
う
社
会
史
が
あ

り
、
社
会
認
識
・
宗
教
観
の
違
い
か
ら
民
族
間
で
の
対

立
を
顕
在
化
さ
せ
た
。
自
然
環
境
の
基
層
変
動
と
し
て

の
河
道
変
遷
は
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
国
境
争
奪
戦
へ
の
導

流
堤
と
な
る
こ
と
も
あ
り
、
上
流
地
域
で
の
水
質
汚
濁

は
河
川
を
経
て
海
洋
に
影
響
を
与
え
、
人
口
過
密
な
下

流
平
野
で
の
生
活
用
水
取
水
に
影
響
を
与
え
て
き
た
。

こ
の
た
め
、
国
際
河
川
で
は
持
続
的
発
展
に
向
か
っ
て

さ
え
域
内
対
立
に
よ
り
管
理
調
整
を
困
難
に
さ
せ
る
側

面
が
あ
る
。

　
ラ
イ
ン
川
で
は
早
く
か
ら
河
川
水
利
用
、
河
川
交
通

で
域
内
国
の
相
互
乗
り
入
れ
が
成
立
し
た
が
、
水
資
源

管
理
や
洪
水
軽
減
、
水
質
監
視
に
つ
い
て
は
、
流
域
内

国
に
河
川
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
流
域
管
理
は

相
互
監
視
の
も
と
に
置
か
れ
て
い
る
。
ラ
イ
ン
川
で
は

最
上
流
国
で
あ
る
ス
イ
ス
と
最
下
流
国
の
オ
ラ
ン
ダ
で

は
、
利
用
可
能
な
河
川
水
に
は
隔
た
り
が
あ
り
、
下
流

で
は
汚
濁
し
た
水
を
生
活
用
水
と
し
て
使
用
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
、
オ
ラ
ン
ダ
で
は
河
川
水
質

に
は
注
意
を
払
っ
て
い
る
。
大
陸
部
東
南
ア
ジ
ア
の
国

境
線
を
流
れ
る
メ
コ
ン
川
は
一
九
五
〇
年
代
に
流
域
開

発
計
画
が
持
ち
上
が
っ
た
が
、
開
発
は
第
二
次
世
界
大

戦
後
に
持
ち
越
し
、
流
域
外
・
内
国
の
相
互
協
力
が
こ

の
「
眠
れ
る
川
」
に
は
必
要
と
さ
れ
た
。
し
か
し
、
水

資
源
開
発
で
自
然
環
境
が
変
貌
し
た
ナ
イ
ル
川
の
経
験

を
基
礎
に
メ
コ
ン
川
委
員
会
は
本
川
河
道
の
開
発
に
懐

疑
的
で
あ
り
、
メ
コ
ン
川
の
域
内
国
の
社
会
組
織
、
経

済
発
展
ス
テ
ー
ジ
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
か
ら
お
の
お

の
国
の
河
川
認
識
に
は
温
度
差
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
モ

ン
ス
ー
ン
期
の
年
中
行
事
の
洪
水
氾
濫
に
つ
い
て
も
、

「
水
害
」・「
水
資
源
」
の
２
つ
の
見
方
が
あ
り
、
洪
水

軽
減
手
法
の
提
案
の
最
適
化
が
課
題
で
あ
る
。
洪
水
軽

減
を
め
ぐ
り
メ
コ
ン
デ
ル
タ
沿
岸
部
の
ベ
ト
ナ
ム
と
カ

ン
ボ
ジ
ア
の
調
整
も
困
難
な
状
態
に
あ
る
。

　
北
方
河
川
で
あ
る
ア
ム
ー
ル
川
も
四
、
〇
〇
〇
㎞
を

超
え
る
巨
大
な
国
際
河
川
で
あ
る
。
こ
の
河
川
の
上
流

地
域
は
乾
燥
地
域
の
モ
ン
ゴ
ル
に
あ
り
、
中
流
域
は
ロ

シ
ア
・
中
国
の
国
境
で
あ
る
。
国
境
線
を
網
状
流
の
河

川
景
観
を
見
せ
な
が
ら
緩
や
か
に
流
下
す
る
と
、
ア

ム
ー
ル
は
ロ
シ
ア
領
内
で
北
流
し
て
、
コ
ム
ソ
ム
ル
ナ

ア
ム
ー
レ
か
ら
巨
大
な
エ
ス
チ
ュ
ア
リ
ー
に
移
行
す

る
。

　
ア
ム
ー
ル
川
流
域
内
に
は
、
ロ
シ
ア
沿
海
州
と
の
国

境
線
で
あ
る
ウ
ス
リ
ー
川
の
よ
う
に
、
河
道
幅
が
狭

く
、
河
床
も
浅
い
、
波
渉
が
可
能
な
河
床
も
あ
る
。
ウ

ス
リ
ー
川
で
は
中
国
人
農
民
が
河
床
を
歩
い
て
わ
た

り
、
人
口
密
度
の
低
い
ロ
シ
ア
領
内
の
農
地
を
耕
作
し

て
い
る
姿
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
旧
ソ
ビ
エ
ト
連
邦

の
崩
壊
後
、
独
立
国
家
と
し
て
再
出
発
し
た
ロ
シ
ア
で

は
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
時
代
の
初
期
に
経
済
が
低
迷

し
、「
冬
」
の
時
代
に
突
入
し
た
。
一
方
、
中
国
は
緩

や
か
に
経
済
発
展
を
果
た
し
、
沿
岸
地
域
の
発
展
の
余

波
は
内
陸
部
、
東
北
部
に
向
か
っ
た
た
め
、
中
国
東
北

地
方
の
黒
竜
江
省
や
吉
林
省
で
は
、
今
ま
さ
に
開
発

ラ
ッ
シ
ュ
の
中
に
あ
る
。

　
吉
林
省
は
自
動
車
産
業
に
特
化
し
、
外
資
を
受
け
入

れ
た
合
弁
事
業
の
み
な
ら
ず
、
中
国
資
本
・
中
国
技
術

で
安
価
な
自
動
車
の
生
産
に
向
か
っ
て
お
り
、
中
国
内

で
の
覇
権
を
狙
っ
て
い
る
。
吉
林
省
の
省
都
で
あ
る
長

春
、
黒
竜
江
省
の
省
都
の
ハ
ル
ビ
ン
は
摩
天
楼
の
よ
う

な
ビ
ジ
ネ
ス
ビ
ル
が
建
ち
始
め
、
見
本
市
が
開
か
れ
る

巨
大
な
ド
ー
ム
、
ハ
ル
ピ
ン
に
は
松
花
江
の
中
州
の
太

陽
島
に
サ
イ
エ
ン
ス
シ
テ
ィ
が
建
設
さ
れ
、
華
や
か
な

遊
園
地
、
都
市
住
民
の
セ
カ
ン
ド
ハ
ウ
ス
が
計
画
さ

れ
、
ロ
シ
ア
風
建
築
物
が
立
ち
並
ぶ
地
区
は
景
観
保
全

地
区
に
指
定
さ
れ
、
豊
か
な
中
国
の
顔
、
チ
ャ
イ
ニ
ー

ズ
ド
リ
ー
ム
に
沸
い
て
い
る
町
で
あ
る
。
長
春
市
も
ハ

ル
ビ
ン
市
も
、
満
州
国
時
代
の
日
本
統
治
時
代
を
髣
髴

と
さ
せ
る
旧
市
街
は
次
々
と
取
り
壊
さ
れ
て
無
機
質
な

都
市
に
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
が
、
一
部
の
建
築
物
は
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3.
　
急
速
に
変
化
す
る
東
北
中
国

内
装
を
変
え
て
残
さ
れ
て
お
り
、
景
観
に
旧
満
州
の
名

残
を
感
じ
る
こ
と
は
で
き
る
。
道
路
幅
が
大
き
い
計
画

的
な
大
型
都
市
の
外
延
部
に
は
巨
大
な
新
規
工
業
地
帯

が
展
開
し
つ
つ
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
急
激
な
工
業
化
で
、
最
近
二
〇
年
間

で
、
東
北
部
中
国
で
は
社
会
が
変
容
し
、
土
地
被
覆
の

変
化
も
極
め
て
大
き
い
。
こ
の
よ
う
な
急
速
な
中
国
社

会
の
変
化
と
比
べ
る
と
、
経
済
の
建
て
直
し
で
ロ
シ
ア

の
経
済
は
改
善
の
兆
し
を
示
し
て
い
る
も
の
の
、
極
東

部
ロ
シ
ア
は
人
口
密
度
も
低
く
、
土
地
被
覆
の
変
化
は

少
な
い
。
ロ
シ
ア
領
内
に
は
、
自
然
が
残
さ
れ
て
お

り
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
都
市
住
民
な
ど
も
「
ダ
ー
チ
ャ
」

と
呼
ぶ
小
屋
付
き
日
曜
菜
園
で
日
常
的
な
食
用
と
し
て

の
野
菜
を
つ
く
り
、
園
芸
作
業
を
週
末
に
楽
し
む
姿
が

見
受
け
ら
れ
る
。
ロ
シ
ア
・
中
国
と
い
う
巨
大
な
二
つ

の
国
で
は
、
現
在
お
か
れ
て
い
る
自
然
景
観
と
社
会
景

観
は
究
極
の
対
置
で
あ
る
。

　
経
済
の
伸
び
が
目
覚
し
い
東
北
中
国
で
は
ど
の
都
市

で
は
旧
市
街
を
再
整
備
し
て
、
近
代
化
に
向
か
っ
て
い

る
。
内
陸
部
で
の
工
業
化
は
、
工
業
地
域
・
鉱
業
地
域

か
ら
の
廃
水
量
が
増
加
し
、
大
気
汚
染
を
拡
散
さ
せ
て

い
る
。
消
費
型
の
都
市
へ
の
変
化
は
大
量
の
生
活
汚
水

を
無
処
理
の
ま
ま
で
河
川
に
流
し
込
む
と
と
も
に
、
河

川
敷
が
消
費
社
会
に
向
か
っ
た
都
市
の
ゴ
ミ
廃
棄
場
所

と
化
し
て
い
る
。
農
業
地
域
で
は
稲
作
、
畑
作
と
も
に

高
収
穫
量
を
目
指
し
て
、
労
働
生
産
性
を
高
め
る
た
め

に
肥
料
・
除
草
剤
を
大
量
に
使
用
し
て
い
る
。
こ
の
た

め
に
、
農
地
で
消
費
し
な
か
っ
た
肥
料
分
は
農
業
排
水

路
を
経
由
し
て
、
河
川
に
排
出
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
〇

五
年
十
一
月
に
お
き
た
吉
林
省
の
工
場
爆
発
は
汚
濁
物

質
を
松
花
江
に
流
れ
込
ん
だ
。
冬
季
に
入
り
、
河
川
は

全
面
凍
結
し
て
い
る
た
め
に
物
質
の
移
動
は
な
い
も
の

の
、
春
先
の
融
解
時
期
に
な
る
と
、
ア
ム
ー
ル
川
に
溶

出
し
た
有
害
物
質
は
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に
流
れ
出
し
、

果
て
は
、
流
氷
と
同
様
に
北
海
道
の
知
床
半
島
に
も
漂

着
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　
二
〇
世
紀
後
半
の
大
規
模
流
域
開
発
は
、
河
川
環
境

を
変
貌
さ
せ
、
自
然
環
境
悪
化
、
生
物
多
様
性
を
失
わ

せ
て
い
っ
た
時
代
で
あ
る
。
最
も
大
き
な
変
貌
を
遂
げ

た
の
は
三
江
平
原
で
あ
ろ
う
。
「
三
江
」
の
意
味
は
ア

ム
ー
ル
川
（
中
国
名
…
黒
竜
江
）、 

ス
ン
ガ
リ
ー
川
（
中

国
名
…
松
花
江
）
、
ウ
ス
リ
ー
川
の
三
川
が
合
流
平
野

で
あ
る
。
三
川
合
流
地
点
で
あ
り
、
沈
降
地
域
で
あ
る

と
こ
ろ
か
ら
三
江
平
原
に
は
湿
地
が
多
く
形
成
さ
れ
て

い
た
。
三
江
平
原
よ
り
下
流
側
で
は
ロ
シ
ア
領
内
の
ア

ム
ー
ル
川
下
流
地
域
に
も
多
く
の
湿
地
が
分
布
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
湿
地
は
、
日
本
へ
の
「
渡
り
鳥
」
の
生

息
地
と
し
て
も
注
目
さ
れ
て
い
る
地
域
で
あ
る
が
、
開

発
の
進
展
に
よ
っ
て
農
業
地
域
に
変
化
し
た
た
め
に
湿

地
面
積
は
急
激
に
減
少
し
て
お
り
、
湿
地
お
よ
び
湿
地

を
取
り
巻
く
生
態
系
は
危
機
的
な
状
況
に
お
か
れ
て
い

る
。
中
国
で
は
、
「
退
作
還
林
」
の
ロ
ゴ
の
元
に
森
林

へ
の
回
帰
、
残
さ
れ
た
湿
地
保
全
に
向
か
っ
て
い
る
。

二
〇
〇
二
年
は
「
ア
ム
ー
ル
川
の
生
態
系
を
保
全
」
の

中
国
ロ
シ
ア
二
国
間
協
議
、
二
〇
〇
三
年
に
は
ロ
シ

ア
・
中
国
で
国
際
河
川
ア
ム
ー
ル
の
自
然
保
全
と
水
資

源
の
合
理
的
利
用
に
む
け
た
目
指
す
覚
え
書
き
が
取
り

交
わ
さ
れ
、
一
九
九
六
年
、
三
江
平
原
に
残
存
す
る
湿

地
は
「
国
際
的
に
重
要
な
湿
地
で
危
機
的
な
状
況
に
あ

る
」
と
確
認
さ
れ
、
二
〇
〇
二
年
一
月
に
は
洪
河
自
然

保
護
区
の
湿
地
が
「
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
」
に
締
結
さ
れ

た
。

　
4.
　
三
江
平
原
の
今
昔

　
生
態
系
保
護
に
向
か
っ
た
三
江
平
原
の
湿
地
は
十
九

世
紀
初
頭
に
は
五
三
、
四
〇
〇

で
あ
っ
た
。
東
北
部

の
穀
物
生
産
地
と
し
て
開
墾
さ
れ
灌
漑
排
水
施
設
が
整

備
さ
れ
寒
冷
地
稲
作
を
可
能
と
さ
せ
た
。
二
〇
世
紀
は

開
発
の
時
代
で
あ
り
湿
地
の
人
間
生
活
へ
の
対
応
を
模

索
し
た
。
中
国
の
泥
炭
は
飼
料
、
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
の

増
量
剤
、
燃
料
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
が
、
土
壌
改

良
で
農
地
に
転
用
さ
れ
た
。

黒竜江省開墾区の作付け面積
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5.
　
自
然
災
害
に
苦
し
ん
だ
三
江
平
原

　
三
江
平
原
の
農
業
経
営
の
阻
害
要
因
の
ひ
と
つ
に
自

然
災
害
が
あ
る
。
三
江
平
原
に
お
け
る
災
害
は
水
害
、

旱
魃
、
低
温
冷
害
、
風
害
の
四
つ
が
主
要
因
で
あ
る

が
、
農
業
水
利
施
設
が
十
分
に
整
備
さ
れ
て
い
な
い
た

め
に
起
き
る
湛
水
被
害
、
耕
地
開
発
の
進
展
と
と
も
に

森
林
伐
採
が
進
ん
だ
た
め
に
発
生
し
た
保
水
力
の
低
下

が
起
因
と
す
る
洪
水
、
不
適
地
で
の
栽
培
に
よ
り
地
力

が
低
下
し
た
た
め
に
生
産
性
が
低
下
し
た
地
域
も
あ

る
。
三
江
平
原
の
西
側
は
黒
竜
江
省
で
あ
る
が
、
こ
の

地
域
で
は
春
の
播
種
期
（
三
―
五
月
）
に
シ
ベ
リ
ア
と

沿
海
州
の
高
気
圧
が
張
り
出
す
こ
と
で
春
の
強
風
が
吹

く
た
め
に
蒸
発
量
が
大
き
い
地
域
で
あ
る
。
し
か
も
、

年
間
降
水
量
が
四
〇
〇
―
五
〇
〇

と
少
な
く
、
蒸
発

量
は
有
効
降
雨
の
一
〇
倍
近
く
に
も
な
る
た
め
に
旱
魃

被
害
が
発
生
し
て
い
る
。
ま
た
、
ア
ル
カ
リ
土
壌
で
塩

類
化
が
発
生
し
て
い
る
地
域
も
あ
る
。

　
三
江
平
原
の
洪
水
は
、
1)
流
域
内
豪
雨
に
よ
る
洪
水

氾
濫
、
2)
春
先
の
融
雪
洪
水
に
よ
る
河
川
氾
濫
、
3)
雪

解
け
初
期
に
発
生
す
る
氷
魂
が
河
道
閉
塞
を
す
る
た
め

の
洪
水
氾
濫
が
あ
る
。
2)
、
3)
に
つ
い
て
は
四
―
五
月

に
洪
水
氾
濫
が
発
生
す
る
が
、
1)
に
つ
い
て
は
八
月
に

洪
水
氾
濫
被
害
の
四
〇
％
が
集
中
す
る
が
、
モ
ン
ス
ー

ン
の
変
動
に
よ
っ
て
七
、
九
月
に
も
洪
水
氾
濫
が
発
生

す
る
こ
と
も
あ
る
。
松
花
江
の
洪
水
の
歴
史
は
一
七
九

四
年
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
時
の
豪

雨
は
松
花
江
上
流
の
チ
チ
ハ
ル
市
で
ノ
ン
コ
ウ
が
氾
濫

し
、
田
畑
が
流
出
し
た
と
記
録
に
残
り
、
こ
の
時
の
チ

チ
ハ
ル
地
点
の
流
量
が
既
往
最
大
の
一
七
、
〇
〇
〇

／
ｓ
で
あ
る
。
し
か
し
、
ハ
ル
ビ
ン
地
点
で
の
既
往
最

大
流
量
は
一
九
三
二
年
洪
水
で
あ
り
、
一
六
、
二
〇
〇

／
ｓ
、
ジ
ャ
ム
ス
ー
地
点
で
一
八
、
四
〇
〇

／
ｓ

と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
一
九
五
一
年
洪
水
で
は
二
〇
〇

万
ha
の
耕
地
が
被
災
し
て
お
り
、
収
穫
で
き
な
い
耕
地

は
一
〇
六
万
ha
に
及
ん
だ
。
一
方
、
同
年
、
平
原
西
部

で
は
旱
魃
に
よ
る
被
害
が
八
六
・
七
万
ha
と
な
り
、
耕

地
面
積
の
二
八
％
が
災
害
で
疲
弊
し
て
い
る
。
一
九
七

八
年
は
旱
魃
年
で
あ
り
、
小
麦
の
大
幅
な
減
産
と
な
っ

た
。

　
一
九
八
〇
年
以
降
、
三
江
平
原
で
は
農
地
開
発
が
急

激
に
進
め
ら
れ
た
が
自
然
環
境
を
考
慮
す
る
総
合
的
計

画
が
欠
け
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
国
営
農
場
、
人
民
公

社
は
お
の
お
の
別
の
手
法
で
開
発
手
法
を
策
定
し
て
い

た
が
、
開
発
時
に
必
要
な
基
礎
的
な
測
量
調
査
、
地
盤

資
料
も
な
い
ま
ま
に
開
墾
が
進
め
ら
れ
た
。
内
陸
部
に

位
置
し
て
お
り
、
降
水
量
の
少
な
い
地
域
で
あ
る
た
め

に
、
少
雨
に
は
旱
魃
が
発
生
し
、
多
雨
年
に
は
河
川
が

氾
濫
し
た
た
め
洪
水
に
よ
る
荒
蕪
地
が
出
現
し
た
。
降

水
量
の
年
々
変
動
に
よ
る
洪
水
・
旱
魃
は
常
に
三
江
平

原
の
農
業
に
襲
い
か
か
り
、
農
業
生
産
の
向
上
は
望
め

な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
農
地
整
備
に
灌
漑
排
水
建
設
設

置
が
望
ま
れ
て
は
い
た
が
、
一
九
八
〇
年
代
ま
で
は
そ

の
需
要
に
追
い
つ
か
ず
、
旱
魃
・
洪
水
の
自
然
災
害
で

収
穫
不
良
は
続
い
て
い
た
。
泥
炭
湿
地
で
の
湛
水
長
期

化
と
冠
水
被
害
を
受
け
る
耕
地
は
一
三
三
万
ha
に
及
ん

で
い
た
。

　
6.
　
日
本
か
ら
の
協
力
は
可
能
か

　
一
九
八
四
年
の
中
国
で
は
、
農
業
機
械
作
業
組
が
結

成
さ
れ
て
請
負
責
任
制
と
家
族
農
業
経
営
制
度
が
導
入

さ
れ
た
。
食
料
生
産
は
一
九
七
八
年
―
一
九
九
九
年
の

二
〇
年
間
で
三
・
八
六
倍
に
伸
び
て
い
る
が
、
こ
の
裏

に
は
日
本
か
ら
の
稲
作
農
業
技
術
の
指
導
が
あ
る
。
三

江
平
原
に
お
け
る
稲
作
指
導
を
牽
引
し
た
の
は
原
正
市

氏
（
元
北
海
道
農
務
部
専
門
技
術
員
）
で
あ
っ
た
。
一

九
八
二
年
か
ら
五
カ
年
間
、
継
続
し
て
稲
作
農
業
技
術

　
農
業
史
か
ら
見
る
と
三
江
平
原
で
の
農
業
開
発
は
遅

れ
て
い
た
が
、
技
術
力
で
寒
冷
地
で
の
農
業
が
可
能
と

な
る
と
開
発
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
四

九
年
の
耕
地
面
積
八
二
・
四
万
ha
が
一
九
四
九
―
一
九

六
七
年
に
一
二
〇
万
ha
に
増
加
し
、
小
麦
、
大
豆
な
ど

の
商
品
作
物
が
植
え
つ
け
ら
れ
た
。
一
九
六
八
―
一
九

七
六
年
の
文
化
大
革
命
時
期
の
三
江
平
原
は
農
業
生
産

が
停
滞
し
た
も
の
の
耕
地
面
積
は
三
一
・
五
％
増
加

し
、
一
九
七
七
年
以
降
に
農
業
技
術
革
新
で
畑
作
地
域

で
の
生
産
性
は
向
上
し
た
。
一
九
八
〇
年
で
は
三
江
平

原
五
三
九
万
ha
の
う
ち
、
農
業
地
域
は
二
〇
四
万
ha
と

増
加
し
た
。

東北地方の稲作生産
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指
導
に
あ
た
っ
て
、
従
来
の
直
蒔
か
ら
移
植
に
変
更
し

て
収
量
を
増
大
さ
せ
、
安
定
的
な
栽
培
技
術
を
移
転
さ

せ
た
。
原
の
技
術
指
導
は
水
稲
畑
苗
代
移
植
栽
培
方
式

で
あ
り
、
稲
作
試
験
場
で
の
そ
れ
ま
で
の
単
位
あ
た
り

収
穫
量
が
三
〇
〇
kg
／
一
〇
ａ
で
あ
っ
た
も
の
を
、

一
、
〇
〇
〇
kg
／
一
〇
ａ
に
向
上
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

技
術
移
転
が
成
功
し
た
た
め
に
、
一
九
八
五
年
以
降
で

は
黒
竜
江
省
以
外
の
東
北
地
方
、
華
北
地
方
、
西
北
地

方
で
も
原
の
指
導
し
た
栽
培
手
法
は
拡
大
し
て
い
っ

た
。
三
江
平
原
で
は
一
九
八
八
年
か
ら
農
業
総
合
開
発

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
水
害
防
止
、
農
地
排
水
改
善
事

業
が
開
始
し
て
い
る
が
、
平
地
で
は
二
〇
〇
―
四
〇
〇

ｍ
ご
と
の
排
水
渠
掘
削
（
水
害
対
策
と
し
て
畑
―
水
田

へ
の
切
り
替
え
）
が
行
わ
れ
、
一
九
九
四
年
以
降
に
は

農
地
改
造
、
農
業
生
産
構
造
改
善
（
灌
漑
施
設
設
置
、

基
盤
整
備
）
事
業
が
断
続
的
に
行
わ
れ
た
。
し
か
し
、

中
国
の
経
済
活
性
化
に
向
か
っ
て
自
然
環
境
を
悪
化
さ

せ
た
反
省
か
ら
、
一
九
九
九
年
以
降
に
自
然
環
境
へ
の

認
識
に
変
化
が
表
れ
、
農
業
の
質
改
善
、
環
境
保
全

（
開
墾
を
避
け
る
）
も
重
要
と
捉
え
、
三
江
平
原
に
残

る
湿
地
を
保
全
し
、
退
耕
還
林
の
ロ
ゴ
の
も
と
で
自
然

再
生
を
計
画
し
始
め
た
。

　
東
北
ア
ジ
ア
は
複
雑
な
国
境
問
題
も
あ
り
、
流
域
規

模
で
の
研
究
は
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
ア

ム
ー
ル
川
流
域
の
自
然
お
よ
び
人
為
的
に
改
変
さ
れ
た

陸
面
の
状
態
、
土
地
被
覆
変
化
は
河
川
に
負
荷
さ
れ
る

物
質
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
さ
ら
に
、
巨
大
河
川
を
経
由

し
て
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
へ
と
海
洋
へ
の
物
質
循
環
を
促

し
て
い
る
。
分
け
て
も
、
経
済
発
展
の
目
覚
し
い
、
中

国
領
内
で
の
土
地
被
覆
変
化
は
大
き
い
。
流
域
内
で
は

中
国
内
で
の
森
林
消
失
に
よ
る
農
地
拡
大
、
さ
ら
に
、

ロ
シ
ア
国
内
で
は

大
規
模
な
森
林
火

災
が
発
生
し
て
い

る
。
ま
た
、
ロ
シ

ア
か
ら
中
国
へ
の

林
産
物
輸
出
な

ど
、
社
会
変
化
の

波
を
受
け
た
土
地

利
用
変
化
な
ど

は
、
生
態
系
変
化

を
及
ぼ
し
、
河
川

流
域
の
物
質
循
環

に
及
ぼ
す
影
響
は

大
き
い
と
い
え
よ

う
。
現
在
、
ア

ム
ー
ル
川
の
土
地

被
覆
変
化
の
中
で

河
川
が
与
え
る
北

太
平
洋
へ
の
影
響

評
価
が
問
わ
れ
て

い
る
。
北
太
平

洋
、
す
な
わ
ち
北

海
道
沿
岸
地
域
へ

の
関
与
を
見
逃
す

こ
と
が
で
き
な

い
。

　
河
川
―
海
洋
系

が
重
要
と
考
え
ら

れ
て
い
る
も
の

の
、
巨
大
河
川
の

与
え
る
海
洋
へ
の
関
与
量
は
必
ず
し
も
明
ら

か
で
は
な
く
、
今
後
の
研
究
が
待
た
れ
る
分

野
で
あ
る
。

（
は
る
や
ま
し
げ
こ
・
東
京
大
学
大
学
院

　
新
領
域
創
成
科
学
研
究
所
助
教
授
）
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